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1 .  ま え が さ

極 めて 軟 弱 な地 盤 で は 、 切 羽 崩 壊 、 地 表 面 沈 下 防 止 の た め に は プ ラ イ ン ド式 シ ール ドエ 法 が 最 適 で

あ る 。 しか し、 当 工 法 は 、適 用 地盤 の 土 質 、 必 要 推 力 、 地 盤 の 動 態 に 関 して 十 分 検 討 して 3・・か な ぃ と

失 敗 す る 。 こ こ で は 、 これ らの 問 題 点 に関 す る基 礎 的 実 験 を 行 な つ た の で 、 そ の 結 果 に つ い て 記 す 。

2  基 礎 理 論

当 工 法 は 、胡 出 日 か ら適 量 の相 を排 出 して 、 地 表 面 に 変位 を与 え な

に 止 め る |と が ォ 1条 件 で あ る 。 そ れ に は 、 地盤 の 力 学 的 性 質 、 土 被

定 が 必 要 で あ る 。 さ て 、 必要 推 力 Pは 、 刃 口 部 の 貫 入 圧P Aと 、 ス キ

ンプ レ ー ト地 盤 間 の セ ィ断 力P Bの 和 で あ る。 先 ず 、 P Aが土 被 りに 応

す る拘 束 力 〔地 盤 の 極 限 支 持 力 〕以 下 で あ る 場 合 は P Aは〔(図- 1 )参照〕
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こ こに Nφ=観し喜
')、 φ;内 部 マサ ツ角 、 町粘着 力、 町土 と鉄 板 間

(図-1 )カ イン賦 ´ ルトJ要 図

の付 着 力 、 ″ ;同 マサ ツ係数  で あ る。 一 方 ら は容易 に ② 式 で与 ぇ らね る。

PB=(|+μ P)。 ″D.L,  P'土 圧 。……。 9)
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で あ り、 また軟 弱粘土 では k  t t  C、μ÷0で ある か ら理論計 算 に よる と
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次に、P Aは 地盤の極限支持力を超過することはない。従つて 、P Aとら

の関係は(図- 2 )で 与ぇ られる。ここで、C .曲 線は判然 としないが、助
( 図- 2 ) D 2 と P Aの 関 係

が 小 さ い場 合 は明 出 日付 近 の ア ーチ作 用 に よ り、N - 0に 近 ぐ、 理 論 曲線 は N - 0 - Pと な る と考 ぇ ら´ る。

`  貫 入 試 験 結 果

プ ラ イ ン ドエ 法 が 適 用 さ れ́ る 地 盤 で あ るか 否 か の 判 定 に は 、 地 盤 の 力学 的 性 質

を正 確 に 求 め る必 要 が あ るが 、軟 弱 地 盤 の 一 般 の 土 質 試 験 は 不 正 確 で あ り また 推

進 時 の 地 盤 の 攪 乱 の 影 響 は 調 査 で き な い 。 従 つ て 地 盤 の 塑 性 破 壊 機 構 の類 似 した

貫 入 試 験 に よ り求 め る の が 最 も正 確 で あ る と考 ぇ 、 ポ ー リン グ子L内 で 試 験 で き る

(写真- 1 )に 示 す ご と き貫 入 試 験 器 を 試 作 して 室 内 実 験 を 行 つ た 。 試 料 土 は乃F 5 4解

乃F 2 2 4 % 、 P I = 5 2 4 ¢、 W = 7 5 p % t  L I = 1 6 2 > 1 で あ る。 貫 入 試 験 器 はP 2、 Hを 舞 々

変化 で き る が 、 当実 験 で は Hを 一 定 ( 1 5 m ) に して飛 、 Lを 種 々変 化 さ せ て 、 Pを

い こ とと、推 力 を所 定 の値以 下

りに応 す る適正 な相 出 口径 の決

め   '
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